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◎
國
調
川
柳

既
に
皆
様
に
は ．
よ
く

御
承
知
の
事マ
J

存
じ
ま

す
が 、
一
体
町マ
J

か
村
ご
か
申
し
ま
す
も
の
は

、
國
家
行
政
上
の
一
隈
位
Y」
し
て 、．
國
家
の
向

上
螢
展
に
到
す
る
責
任
を
持
つ
て
居
り
ま
す
ご

同
時
に 、

内
に
有
り
て
は
良
く

町
村
民
全
体
の

方
に
共
同
的
幅
利
を
増
進
し
て
ゆ
く
目
的
の
基

に
つ
く
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
で
御
座
居
ま
す。

而
し
て
此
責
任
を
果
し 、

此
の
目
的
を
逹
す
る

が
為
に
は 、
一
町
村
ご
し
て
の 、
人
民
の
交
通

學
生
の
通
學
及
び 、
其
他
の
事
情
の
許
し
ま
す

限
り
は 、
可
成
多
敷
の
住
民
が
相
集
つ
て 、

数

育 、
士
木 、
衛
生
其
他
の
諸
事
業
を
経
焚
し
て

ゆ
く

事
を
理
想
ご
す
る
の
で
あ
り
ま
す。
そ
れ

故
に
住
民
の
敷
が
少
け
れ
ば
少
い
程 、
必
安
映

く
べ
か
ら
ざ
る
諸
事
業
に
到
し
て
の 、
一
戸
嘗

或
は
一
人
嘗
の
負
樅
は
多
く
な
っ
て 、
か
り
に

そ
れ
が
富
裕
の
町
村
で
あ
り
ま
し
て
も 、

戸
敷

の
少
く
な
い
鹿
は
負
指
の
過
重

伍古
し
ん
で
居

る
の
で
あ
り
ま
す
が 、
士
し
て
貧
弱
の
町
村
に

産
臀
に
よ
ろ
こ

一
、
町
村
の
任
務
と
負
援
の
能
力

ひ

急

ぎ

追

加

書

き

二
、
如
何
に
し
て
難
局
を

打
開
す
る
か

顧
み
ま
す
れ
ば 、
四
年
前
に
郡
制
が
崩
止
亡
ら

れ
ま
し
て 、
町
村
の
櫂
限
は
大
き
く
な
っ
て 、

廣
く
自
主
自
立
の
経
螢
を
認
め
ら
れ
る
ヽ
に
至

っ
た
ご
同
時
に 、
町
村
が
其
の
櫂
利
を
十
分
に

活
用
し
て 、
自
治
の
妙
用
を
登
揮
し
て
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
責
任
も

之
ご
共
に
大
に
加
重
せ

ら
れ
た
わ
け
で 、
此
点
は
吾
々
公
民
の
よ
く
自

覺
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
所
で
あ
る
ご
存
じ
ま
す

而
し
て 、
こ
ヽ
数
年
末
國
家
の
委
任
事
務
も

追

々
に
壻
加
し ．

叉
町
村
自
ら

螢
む ．べ
き

仕
事
も

盆
々
複
雑
化
し
て
参
り
ま
し
た
の
で 、
一
方
財

政
の
基
礎
が
強
固
に
し
て 、
相
常
負
撥
能
力
を

持
っ
て
尼
な
け
れ
ば 、

全
く

や
り

切
れ
な
い
様

な
有
様
に
な
り

つ
>
あ
る
の
で
あ
り
ま
す。

由
来
文
明
の
進
歩
は ｀
年
々
に
公
共
的
施
設
の

完
備
を
促
し
て
や
ま
な
い
の
で
あ
り
ま
す
る
が

、
地
方
続
演
界
の
賓
情
は
正
に
之
さ
反
対
し
て

年
々
に
深
刻
な
る
不
景
氣
に
打
あ
沈
み
ま
し
て 、

田
邊
町
長

吉

山

虎

あ
り
ま
し
て
は 、
其
苦
し
み
方
は
更
に
ひ
ざ
く

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
り
ま
す。

田
必
む
恨

賊 六 第

昭
和
て
年
九
月二
十
八
8
褒
行

京
都
府
綬
冥
郡
田
邊
町
大・ ，子

田
邊
小
字
北
川
第
三
十
番
地

西

岡

正

延

編

輯

兼

褻

行

人

印
刷
人

吉

山

市

松

褒
行
所

京
都
府
綬
喜
郡
田
邊
町
役
彬

◎
國
調
標
語

も

ら

す

な

い

つ
は

三
、

隣
村
草
内
村
と
の
合
併
意
見

必
td今

後
の
登
展
は
思
ひ
も
よ
ら
す 、
現
今
の
負
撥

に
さ
へ
堪
わ
ら
れ
ぬ
マ
J

言
ふ
様
な
悲
痛
な
叫
び

が
登
せ
ら
る
A
に
到
つ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す

其
虜
で
私
は
皆
様マ
J

共
に 、
其
剣
に
考
ゑ
て

み

た
い
の
は 、
今
後
我
々
は
此
の
矛
盾
し
た
る

事

情
の
下
に
在
つ
て 、
如
何
に
し
て
此
の
難
闊
を

打
開
し
て
行
く

べ
き
か
9J

言
ふ
事
で
あ
る
の
で

あ
り
ま
す
0

、、

私
が
思
ひ
ま
す
る
に
は 、
今
8
の
塩
合
之
は
町

村
合
併
の
外
に 、
殆·
�
J

良
策
は
な
い
ご
思
ふ
の

で
あ
り、

す。
現
在
は
1二
つ
な
り

三
つ
な
り

のぃ．

¢
町
村
に
分
れ
で
居
か
ま
し
て
も 、
9

情‘

鳳側
ー

、
其
他
経
演
上
の
利
害
が
相
賞
に
一
致
し 、
し
’
1-

名
＂

，
し
�1

か
も一

町
村
'y
J

し
て
十
分
に
続
螢
し
て
行
き

得

・

る
ご
い
ふ
程
度
の
範
園
の
も
の
が 、
一
っ
に
な
r

つ
て 、
そ
う
し
て
必
要
映
く

べ
か
ら
ざ
る
町
村

の
経
費
に
宵
し 、

負
櫓
能
力
の
餘
裕
を
作
り

出

し
て
行
く
t
言
ふ
事
よ
り

外
は
な
い
マ
J

信
す
る

の
で
あ
り
ま
す。

我
田
邊
町
は 、
皆
様
す
で
に
十
分
御
承
知
の
通

り 、

戸
敷
の
点
よ
り
し
て
も 、

財
力
の
点
よ
り

し
て
も 、

遺
懺
乍
ら

府
下
を
通
じ
て
の
下
位
に

あ
り
ま
し
て 、
た
こ
へ
今
日
の
不
況
に
嘗
面
し

な
い
で
も 、

町
の
登
展
に
は
少
な
か
ら
ぬ
困
難

が 、
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が 、
い
わ
ん
や
斯

様
な
時
勢
ご
な
り
ま
し
て
は 、

愈
々
困
難
の
度

を
加
へ
た
ご
申
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
b
ま
す
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四、
両
村
の
事
情
の
観
察

乍
去 、
町村

合

併

問
題
の

成
h

行を

各
地
の

賓

際

に

就
て
観

察

致
し
ま
す
こ

、

思
ふ
は
易
く

し

て

、

行
ふ
は

難

く

、

双
方

の

秤
々
な
る

利
害

の

闊
係
や 、

慣
行

の

相
違
や

、

威
情

の

い

き
さ

つ

等
の

総

に

、
随
分
行
含

憐
み
の

朕
態
に

な
っ
て

居
る
の

が

多
い
の

で
あ
b

ま
す

。

然
し

な

がら

我
町

"y
J

草
内

村

ご
は 、
水
利 ．
水

害 、

病
院
組
合
等

に

於
て

、

す

で

に

密
接

な
る

親
族
闊
係を

結
ん
で
居
り

、

叉
お
互
経
瀕
に
お

き

ま

し
て
も 、

奈
良
電
車

の開
通マ
J

共

に

盆
々

連
槃
の

杉要
を
生
じ

来

b

、

更
に
人
情
風
俗
等

に
於
さ

ま

し
て
も
若

しい
相
逢
は

な
い
の

で
あ

り

ま
す

0

唯
我
田
邊
町
の

一
部
に
は
幾
分
小
市

街を

形
成

し

て
居

る
所
が
あ
り

ま

す
る

が

、

草

内
村
は
大
体
純
農

村

で

あ
る

ご
言
ふ
位
の
事

に

過
ぎ

な
い
の
であ

り

ま
す

。

さ
れ

ば
両
方
の
町
村
民
詣
君
が
静
か
に
大
局
に

ぃ5

1

0

そ
れ

故
に 、
私
は
種
々
町
の

前
途
の

為

に

心
配

を

致
し

ま

して

、

夏
以
末
慎
璽

な
る

考
慮を

重

ね

交
通

、

資
力 、
負
班
等
に
つ

き

、

敷
字
上

の
研
究
も

積
み

ま

し
た
結
果 ｀
隣

村

草
内
村マ
J

の

合
併を

賓

現

す

る

事が

、
両
町村

の

為 、
お

互

に

頗
ぷ
る

有
利
で
有
る

事

を

確信

す

る
に
至

っ
た
の

で
あ
り
ま

す

。

過
日
町

會
議
員
諸
君
の

御會
合を

願
つ
た
際 、

こ
の

概
要
セ
申
上
げ
て下

相
談を

致
し

ま

した

所

、

各
位
は
此
合

併

の
必
要

な
る

事

に

つ

き

、

賛
意を

表
せ
られ

大
い
に
私を

御磐
援
御
鞭
撻

下

さ
つ
た
の

で 、
私
は
大
い
に
戚
激
い
た
し
居

る
次
第
で
あ
り

ま
す

。

而
し
て
町

民
諸
君
の

輿
論を

代
表下

さ

る
方
々

だ
斯
も

氣
持
良
く

賛
意を

表
せ

ら

れ

ま
し
た

所
以
は 、

‘y
J

り
も

直
さ
す
今
日
の

不
況
時
代

に

際

して 、

先
づ
町
民
諸
君

の

負
擦

の

軽
減を

は

か
り 、

更

に

今
後
に
お
い
て、

大
田
邊
町
の

建

設を

目
標マ

J

し
て 、
町

民
諸
君
の

幸
禍を

壻
進

し
た
いマ
J

い
ふ 、

御誠
意
の

外

な

ら

ぬ
さ
信

す

る
の

で

御座
居

ま

す

。

そ
れ
故

に

、

私
は
親
愛

な
る

雨
町村

民
諸
君
の

御賢

察

<J

御共
鳴
ご

に

よ
っ
て

、

此
の

合

併

を

圃
満

に

賓

現

し 、一
は
以
つ
て

現
今

の

難
局を

救
ひ 、
一
は
以
つ
て
自
治
制

の

妙
用を

、
今
後

』

五
、
お
互
に
ま
こ
こ
ろ
を

出
し
合
つ
て

着眼し、明らかに時勢の要求
を

御

洞 察

下

さ

る

な

ら
ば

、

必
す

やこ

の

合

併

の
有利

な
る

事

を

御

理解

下

さ

つて、他町村

の

合

併

に見

る

が
如き困難な くして

．

是れ
の
賓現

を

見
得

る

事が出来
よ うご信

す る
の
で あ

り

ま
す

。

,。 。 。 に 次
1 其 正 誠 就 に

の

直 意 國 て 来
時 9

―

-

あ

勢 趣 るを
わ る 旨 ＋

其 か 申 調 の 月
の

る 告 査 大 一

儘 や か 標 要 日
i --

う

ら 語 を に
書 善 御 行
け 政 説 わ
申 が 明 れ

書
告 生れ 申 ま

上 す
゜ る げ 涸

゜

すま 調勢° 査

十
二
分
に
登
揮
し
た
い
マ」
布
望

す

る
の

で
あ
り

ま
す

。

何
分
斯
榛

な
問
題

に

際
し
て

は 、
各
々
立
埠
の

異
な
る

に
依
つ
て 、
見
方 、
考
へ
方

の

相
逹
の

起
る

事
は

、

止
むを

得

な
い
所
で
あ

り

ま

す
け

れ
共 、
要

す

る
所
は

天
皇
陛
下
が

御即
位
の

御勅
語
に

『
私を

忘
れ

て
公

に

奉
じ』

ご
仰
せ
遊
ば

さ

れ

た

御心

に

従
ひ

、

公

利

公
盆
の

為
め

に

は 、
個

人
的
不
便を

忍
び

、

両
町

村
全
部
の

者
が

、

赤

誠を

出

し合
っ
て 、
此

の

問
題を

考
慮
し
な
け

れ

ば
な
ら
ぬ
も
の

マ
J

思
ふ
の
で

あ
り

ま
す

。

何
れ

私
は
機
會
の

熟

す

る
ご
共
に

、

各
脳

に

出

張
し 、
町

民
諸
君マ
J

親
し
く

膝
つ

き

合
せ
て 、

御相
談を

し 、
敷
字
の

上
に
つ

き

ま
し
て
も

、

詳
細
申
上
げ
る

心
組
で
居
り

ま
す

が

、

こ

の町

報
上

に

豫
め
愚
見
の

大
要を

申
上
げ
て 、
皆
様

の

御賢
考を

煩
は

す

次
第
で

あ

り

士

す

。
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一
、

國
勢
調
査
は
何
の
糞
に
行
ひ
ま
す
か

國
勢
調
査
は 、
國
家
耽
界
の
賓
状
を
調
ぺ

、
其

の
國
に
於
け
る

祉
會
組
織
の
内
容
ご 、

國
民
生

活
の
賓
況
戸を
審
に
し 、

施
政
の
基
礎
を
作
る

の
が
目
的
で 、
全
國一
齊
に 、
一
人
一
人
に
就

い
て 、

賓
地
の
調
査
を
行
ふ
の
で
あ
り
ま
す。

國
家
が
繁
榮
し 、
國
民
が
幸
禍
に
な
る
に
は
常

に
時
代
に
適
應
し
て 、
國
家
の
制
度
や 、
枇
會

の
組
織
を
整
頓
し 、
行
政
の
施
設
で
も 、

産
業

の
経
螢
で
せ 、
出
来
る
だ
け
無
駄
や ，
重
復
の

な
い
様
に
す
る
こ
マ
J

が
大
切
で
あ
り
ま
す。

そ
れ
に
就
い
て
は 、
先
づ
國
勢
の
基
本
を
止
確

に
知
る
為
に 、
國
勢
調
査
を
行
な
は
な
け
れ
ば

な
b
ま
せ
ん。

第一
回
國
勢
調
査
を
行
ひ
よ
し

て
か
ら 、

今
年
は
十
年
目
に
な
り
ま
す。
此
の

十
年
間
は 、
恰
も
世
界
大
戦
の
後
を
承
け
て、

我
國
の
経
演
状
況
や 、
祇
會
欣
態
に
著
し
含

愛

化
が
あ
り
ま
し
た
の
み
な
ら
す 、
大
正
十
二
年

の
大
震
災
の
訪 、
地
方
に
依
り
ま
し
て
は 、
人

口
が
根
抵
か
ら

覆
へ
さ
れ ｀
其
の
分
布
の
有
様

は
一
新
し 、

職
業
構
成
や ｀

産
業
組
織
も

更
ま

b 、
延
い
て
生
活
朕
態
も

全
く

面
目
を
改
の 、

其
の
影
響
は
全
國
各
地
に
及
ん
で
居
り
ま
す。

随
つ
て
定
例
の
調
査マ
J

は
い
ふ
も
の
ヽ 、

此
の

一
襲
し
た
祗
會
欣
態
を
止
確
に
調
べ 、
其
の
正

一ー
國
勢
調
査

l

國
勢
調
査

い

い

ヽ
｀

省

.. 

二 、
固
勢
調
査
は
何
を
調
ぺ
ま
す
か

今
回
行
は
れ
る
國
勢
調
査
は 、

本
年
十
月
一
日

午
前
零
時
の
現
在
に
依
り 、
内
外
人
の
別
な
く

（
一
）
氏
名

（
二
）
世
帯
に
於
け
る
地
位

(―――
男
女
の
別

（
四）
出
生
の
年
月
H

（
五）
配
偶
の
闊
係
（
六 '-
職

業

（
七）
所
屈
の
産
業
（
八）
失

業

（
九）
従
業
の
場
所
(

1

0
)

出
生
地

二
―
)
民
籍
又
は
國
籍
(
―
二）
住
居
の
室
敷

を
賓
地
に
就
い
て
正
確
に
調
べ
る
の
で
あ
り
ま

す右
の
事
項
は 、
國
勢
の
基
本
セ
知
る
上
に
最
も

必
要
な
も
の
で
あ
り
ま
し
て 、
其
の
一
っ
l
\

に
就
い
て
見
え
し
て
も 、

非
常
に
大
切
な
も
の

で
あ
る

事
が
分
り
よ
す。
叩
ち

（
一
）
氏
名
を
調
ぺ
る
ご ．
調
壺
が
正
確
に
な
る

ば
か
り
で
な
く 、

國
家
祉
會
成
立
の
基
本
に
な

つ
て
居
る
人
口
綿
敷
や 、
各
地
方
集
圃
分
布
の

朕
呪
な
ざ
を
知
る
こ
マ
J

が
出
末
ま
す。

（
二）
世
帯
に
於
け
る
地
位
セ
調
ぺ
る
ご 、
祉
會

生
活
の
箪
位
で
あ
る
世
帯
の
構
成
や 、
家
族
制

度
の
現
状
を
知
る
こ
マ
J

が
出
来
ま
す。

（
三）
男
女
の
別
を
調
べ
る
こ 、
人
類
祉
會
の
二

大
部
門
で
あ
っ
て 、
道
徳
風
数
に
至
大
の
闊
係

が
あ
る
男
女
の
釣
合
を
知
る
こ
<
J

が
出
末
ま
す

確
な
統
計
に
依
つ
て 、
あ
ら
ゆ
る
闘
家
の
施
設

を
行
な
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
り
ま
す
か

ら
今
回
の
調
査
は 、

第一
回
調
査
に
勝
る
マ
J

も

劣
ら
な
い 、
重
大
な
使
命
を
も
つ
も
の
で
あ
り

ま
す。

Iば 9

菖

（
四）
出
生
の
年
月
日
を
調
べ
る
マ
J

‘

國
民
の
活

動
力
や 、
生
産
力
の
尺
度
で
あ
る

年齢
別
に
依

る
人
口
の
構
成
を
明
に
す
る
こ
ご
が
出
来
ま
す

（
五）
配
偶
の
闊
係
を
調
べ
る
マ」 亀
國
民
壻
殖
の

本
源
で
あ
り 、

又
祉
會
が
健
全
で
あ
る
か
否
か

を
察
知
す
る
標
準
で
あ
る

縁
事
上
の
状
態
を
知

る
こ
さ
が
出
来
ま
す。

（
六）
職
業
を
調
べ
る
ご 、
國
民
緑
演
登
逹
の
程

度
セ
示
す
職
業
分
化
の
欣
態
を
明
か
に
し ．

國

民
の
健
康
に
重
大
な
濶
係
の
あ
る

事
柄
を
知
る

こ
ご
が
出
来
ま
す。

（
七）
所
屈
の
産
業
を
調
べ
る
マ
J、
各
産
業
に
封

す
る
生
産
力
の
分
配
を
知
り 、

一
國
の
続
清
組

織
や 、
産
業
組
織
を
明
か
に
す
る
こ
ご
が
出
来

ま
す。

（
入）
失
業
を
調
ぺ
る
マ
J、
失
業
者
の
敷
や 、
失

業
の
割
合
を
知
り 、

現
下
の
祉
會
問
題
マ
J

し
て

最
も

緊
切
な
失
業
に
闊
す
る
基
礎
資
料
を
得
る

こ
ご
が
出
来
ぇ
す。

（
几）
従
業
の
場
所
を
調
べ
る
ご 、
査
間
活
動
時

期
に
於
け
る
人
口
の
分
布
を
知
り 、

住
居
地
従

業
地
間
に
動
く

人
口
の
移
動
を
測
定
す
る
こ
こ

が
出
来
ま
す。

(

1

0
)

出
生
地
を
調
べ
る
さ
過
去
に
於
け
る
人

tl
移
動
の
趨
勢 、
殊
に
都
會
集
中
の
模
様
を
紐

る
こ
ご
が
出
来
ま
す。

(
―
一
）
民
籍
又
は
國
籍
を
調
べ
る
マ」 ．

内
外
交

通
往
来
の
一
般
や 、
外
地
人 、
外
國
人
の
混
入

朕
態

1と
を
明
か
に
す
る
こ
ご
が
出
来
ま
す。

(
―
二）
住
居
の
室
敷
を
調
べ
る
ご
、

國
民
の
保

健
衛
生
風
赦
に
重
大
な
闊
係
の
あ
る

住
居
の
密
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9.

©
町
報
廣
告
柵
設
置
番
告
（
編
輯
部）

«

鳴
畠
置
g
g
名
名
fL

＇袖潅積稔
贔
茫
翌訳釦
醤軒
が
翌初
鴇磁

輩
よ
り

是
非
●
行
致
し
た
き

心
組
で
す
か
ら 、

廣
告
掲
載
の
御
希
望
者
は
次
競
痰
行
迄
に
嘗
編
輯
部
へ
御

末
埠
御
問
合
せ
F
さ
い 、
詳
細
は
御
相
談
に
應
じ
ま
す。

次
琥
発
行
は
多

公
鵞
春
早
3の

豫

で
す。

四 、

國
勢
調
査
を
如
何
に
し
て
行
ひ
ま
す
か
。

内
閣
か
ら
任
命
せ
ら
れ
た
國
勢
調
査
員
は 、
九

月
二
十
一
日
か
ら

受
持
謳
内
の
準
備
調
査
に
着

手
し
て 、

渥
く
も
同
月
三
十
H
ま
で
に
は 、
各

三 、
國
勢
馴
査
を
何
時
行
ひ
ま
す
か
。

國
勢
調
査
は 、
＋
月
一
日
午
前
零
時
（
九
月
三

十
日
か
ら

十
月一
日
に
移
る
夜
半）
現
在
の
朕

呪
に
依
り 、

世
帯
に
居
る
人
々
に
就
い
て 、
前

に
述
べ
た
十
二
の
事
項
を
明
か
に
す
る
の
で
あ

り
ま
す
か
ら 、

世
帯
主
は
一
々
正
確
に
調
ぺ
て 、

其
れ
を
國
勢
調
査
申
告
書
の
用
紙
に
認
め 、
國

勢
調
査
員
の
来
る
の
を
待
っ
て 、
提
出
せ
ら
れ

た
い
の
で
あ
b
ま
す。

調
査
の
時
刻
は
夜
半
で
あ
り
ま
す
が 、
決
し
て

調
査
員
が
深
夜
各
世
帯
へ
調
べ
に
行
く

の
で
は

あ
り
ま
せ
ん。
此
の
調
査
は
祉
會
の
賓
状
を
窃

し
取
る
事
が
趣
意
で
あ
b
ま
す
か
ら 、
世
梢
の

人
々
は 、
調
査
の
時
刻
に
成
る
べ
く

平
常
の
欣

態
を
稜
更
し
な
い
様
に
注
意
せ
ら
れ 、
世
帯
主

は 、

誤
り
な
く

記
人
し
て
申
告
せ
ら
れ
る
様
に

心
掛
け
ら
れ
た
い
の
で
あ
り
ま
す。

度
を
知
る
こ
ご
が
出
末
ま
す。

以
上
の
事
項
を
互
ひ
に
闊
聯
さ
せ
て
見
る
ご ‘

悔
幾
多
の
重
要
な
事
賓
が 、
明
か
<
J

な
り 、

所

謂
國
勢
の
基
本
が
明
瞭
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す。

随
っ
て
中
央
及
地
方
の
行
政
は
言
ふ
迄
も
な
く

各
般
の
祇
會
施
設
や 、

諸
種
の
産
業
経
螢
や 、

軍
事
計
劃
な
ざ
に
は 、
な
く
て
は
な
ら
な
い
基

本
資
料
を
供
給
す
る
の
で
あ
り
ま
す。

五 、

國
勢
調
査
に
就
て
一
番
に
何
を
求
め
ま
す

か
。

國
勢
調
査
の
事
菜
は 、
調
査
員
其
の
他
の
係
員

が
如
何
に 、

周
到
な
注
意
を
以
つ
て
之
に
帝
甲り

ま
し
て
も 、

其
れ
だ
け
で
十
分
で
あ
b
ま
せ
ん

全
國
民
の
一
致
協
力
が
あ
っ
て 、

始
め
て
完
全

に
調
森
の
目
的
セ
逹
成
す
る
こ
ご
が
出
来
る
の

で
あ
り
ま
す
0

調
査
の
事
項
は 、

見
た
所
が
至

極
簡
箪
で 、

而
か
も

平
易
で
あ
り
ま
す
か
らマ
J

い
つ
て 、

此
の
大
切
な
國
勢
調
査
の
賓
行
を
軽

る
＜

視
る
こ
ご
の
な
い
様
に 、
あ
り
た
い
も
の

で
あ
b
ま
す。
又
調
査
の
事
項
は 、
何
れ
も

誰

れ
の
前
で
い
つ
て
も

差
支
の
な
い
事
柄
で
あ
る

の
み
な
ら
す 、
申
告
せ
ら
れ
ま
し
た
事
柄
を
公

表
し
た
り 、

他
に
漏
ら
し
た
り

す
る
こ
マ」
は 、

厳
重
に
禁
せ
ら
れ
て
居
り
ま
す
か
ら
思
ひ
逹
ひ

を
し
て 、
申
告
を
娠
っ
た
り

す
る
こ
'y
J

の
な
い

様
に
あ
り
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す。

正
直
に 、
正
確
に
申
告
せ
ら
れ
た
こ
マ」
が
集
ま

世
帯
主
に 、
國
勢
調
査
申
告
害
の
用
紙
セ
配
布

致
し
ま
す。
各
世
帯
主
は
十
月
一
日
午
前
八
時

ま
で
に 、
右
の
用
紙
に 、
十
月
一
日
午
前
零
時

現
在
の
朕
呪
に
依
つ
て 、

自
分
の
世
帯
に
居
る

人
々
に
就
い
て 、

調
査
事
項
セ
正
確
に
調
ら
ベ

て 、

有
り

の
儘
セ
記
入
し 、

調
壺
員
の
来
る
の

を
待
っ
て 、
申
告
書
ご
し
て
提
出
す
る
の
で
あ

り
ま
す
0

若
し

調
査
員
か
ら

何
か
問
は
れ
た
時

は 、
成
る
べ
く

速
く 、

正
直
に
答
へ
ら
れ
た
い

の
で
あ
り
ま
す。

ヽ 本
町
の
調
査
賑
は
之
を
十
一
価
に
脳
分
致
し
ま

し
て 、
調
査
脳
を
槌
任
すべ
き
調
査
員
十
一
名

ミ
豫
備
調
査
員
二
名
を
選
定
致
し
ま
し
て 、

各
調
査
員
に
は
既
に
内
閣
よ
り

任
命
が
あ
り
ま

し
た
の
で 、
去
る
八
月
二
B
各
員
に
僻
令
及
徽

章
の
偲
逹
式
を
行
ひ
同
時
に
桐
山
調
査
主
任
よ

り 、
受
持
搬
営
儡
域
を
厳
命
さ
れ
た
の
で
あ
り

ま
す。

今
左
に
國
勢
調
査
謳
域
及
搬
嘗
調
査
員
の
氏
名

を
御
知
ら
せ
致
し
士
す。

、J` ヽ＼ヽノ‘/＇,＇,',＇,',., '． ', ., ’\, ＇
,',
9'ヽ\ヽ
＼＼ヽ'、

調
査
員

受
持
悩
域

興
戸
悩

第一
調
査
駈（
奥
戸
悩
南
部）
調
査
員
桐
山
利
一

第
二
調
査
儡（
仝

北
部）
調
査
員
村
上
消
太
郎

田
邊
謳

第
三
調
査
厖（
田
邊
謳
南
部）
調
査
員
西
川
消
次

第
四
調
査
儡（
仝

中
部）
調
査
員
大
崎
其一

つ
て 、
最
も

大
切
な
も
の
で
あ
り
ま
す
か
ら、

國
の
為 、
地
の
総 、
誠
に
緊
要
な
も
の
で
あ
る
こ

マ
J

を
よ
く

理
解
せ
ら
れ 、

自
か
ら

進
ん
で
正
確

で 、
正
直
な
申
告
を
せ
ら
れ
た
い
の
で
あ
り
ま

す
0

既
に
前
二
回
の
調
査
は 、

全
國
民
の
一
致

協
力
に
依
つ
て 、
良
好
な
結
果
を
得
た
の
で
あ

り
ま
す。
今
回
の
調
査
に
は
更
に
／
＼

勝
る
好

成
績
を
學
げ 、
此
の
文
明
事
業
に
於
い
て 、
我
國

が
世
界
の
模
範マ
J

な
る
様
に
呉
々
も

十
分
の
御

注
意
を
希
望
す
る
次
第
で
あ＇
り
ま
す。
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毘
告
（
編
輯
部）

、

か
つ
は
霰
漬
的
運
用
の
一
助
ご
な
h

得
ば
や
ご
、

荘
に
町
内
有
岱

◎
町
報
廣
告
欄
設
渥

＄
約

ii
堕
壮
吐
砿
峠
砿
べ
鯰

町
報
の
紙
面
を
か
ざ
る
一
端
マ
J

し
て

陀
墳
紐
霞
ぽ
疇
逗
唇
品
昂
漏

i

末
場
御
胃
合
せ
F
さ
い
、

詳
細
は
御
相
談
に
應
じ
i
す

J

次
観
登
行
は
多

公
｀
春
早
iの
豫

吃
で
す
。

第
五
調
査
謳（
田
邊
罠
東
部）
調
資
員
里
村
幹
造

第
六
調
杏
賑（
仝

北
部）
調
査
員
西
川
榮
二
郎

第
七
調
査
謳（
仝

西
部）
調
査
員
北
川
久
蔵

，
薪

悩

第
八
調
査
謳（
薪
属
東
部）
調
査
員
北
尾
藤
次
郎

第
九
調
査
齢（
薪
賑
中
部）
調
査
員
村
田
岩
太
郎

第
十
調
査
抵（
仝

西
部）
調
査
員

木
村
武
雄

河

原

悩

．

第
士
調
査
脳（
河
原
巴
圃）
調
査
員
高
村
幸
太
郎

豫
備
員

河
村

啓一

仝

閾
田

正
之

調
資
主
任

桐
山

徳
重

副
主
任

太
田

太
一

..
＇,
．
,
',.＇
\
＼'
 

、.，

数
育
勅
語
御
下
賜

9

四
十
年
記
念
に
際
し
て

4] ，

學
校
長

大

口

肇

ツ
ヅ

レ
キ
シ

〖
三
千
年
も

績
い
て
ゐ
る
我
國
の
歴
史
の
中
で 、

、
ッ
テ
ン

ト

明
治
時
代
は 噌
Aこヽ
め
ざ
ま
し
い
悛
展
を
遂
げ
た
時

ユ

ニ
ウ

代
は
あ
り
ま
せ
ん
。

我
闘
へ
西
洋
文
明
が
始
め
て
輸
入
さ
れ
た
の
は 、

イ
ク
バ
ク

凡
そ
三
百
年
の
昔
で
あ
り
ま
し
た
が 、

幾
許
も

サ
コ
ク

な
く

鎖
閾
の
批
マ
J

な
り
ま
し
た
。

ご
こ
ろ
が
鎖

ツ
ヨ
n

ク

ツ
ウ
シ
ョ
ウ
コ
ウ

A
.
ノ

國
の
禁
が
解
か
れ
て 、

西
洋
諸
國
ご
の
通
商
交

ツ
ウ

オ
ウ
シ
ウ

通
が
開
け
る
や
明
治
初
年
か
ら
欧
洲
の
文
明
が

＞ー
ジ
ョ
ウ

イ
キ
か
ヒ

シ
ン
ニ
ヴ

非
常
な
勢
ひ
で
侵
人
し
て
来
ま
し
た
°

常
時
山

：
洋
の
文
明
が 、

我
國
の
文
明
に
比
較
べ
て
大
菱

，

進
ん
だ
ご
こ
ろ
が
あ
っ
た
総
に 、

國
民
が
す
つ

＊
ド
P

か
り

驚
い
て
し
ま
つ
て 、

西
洋
の
文
明
が
我
國

ジ
ジ
ャ
ウ

ギ
ン
9

ヒ
マ

の
事
情
に
合
ふ
か
合
は
な
い
か
ご
吟
味
す
る
暇

さ
へ
な
く 、

一
も
西
洋
二
も
囮
洋 、
只
西
洋
の
具

ハ

99
7
4
L
.
ノ

似
さ
へ
す
れ
ば
よ
い
マ
J

い
っ
た
風
で
ぶ加
来
品
L

芥

｀
し

が
「

上
等
Lマ」
い
ふ
意
味
に
さ
へ
使
は
れ 、
甚
は

n

ト
バ

だ
し
き
は 、
日
本
の
闊
の
言
葉
を
や
め
て 、
イ
ギ

マ

ジ

メ

リ
ス
の
言
葉
を
使
ふ
こ
マ
J

に
し
ゃ
ぅ
ご
具
面
目

に
考
へ
る
者
さ
へ
あ
る
や
う
に
な
り
ま
し
た
c

そ
れ
ば
か
り

で
な
く 、

世
界
中
ざ
こ
に
も
見
ら

ク
ダ

ク
ッ
ト

ヤ
r

れ
な
い 、

只
日

本
人
の
み
持
つ
て
ゐ
る
尊
い
日

ト
ダ
r
、ン
1

ス

ワ
ス

本
魂
さ
へ
捨
て
A
し
ま
つ
て
、

忠
孝
の
道
を
忘

ゥ
ヤ
マ
ハ

ソ

七
ン

ゴ

オ
ン

れ 、

紳
を
敬
や
ま
は
す 、

祖
先
の
御
恩
を
さ
へ

フ
ウ
キ

忘
れ
や
う
マ
J

し
て 、

風
紀
が
大
稜
悪
く
な
っ
て

求
ま
し
た
。

か
く
て 、
H
本
が
新
文
明
の
輸
入

ゼ
ッ
チ
ョ
ウ

タ
ッ

の
絶
頂
に
逹
し
た
の
は
明
治
二
十
年
頃
で
あ
り

ま
し
た
が 、
之
"y
J

同
時
に
ま
た
一

方
に
は 、
西
洋

文
明
に
大
反
封
の
議
論
を
す
る

者
も
出
末
て 、

固
民
は
ざ
う
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

、

T
度

ャ
、ヽ・
ヨ

マ
ヨ

昭
夜
に
逍
セ
迷
っ
た
様
な
有
様
マ
J

な
り
ま
し
た
。

此
時
陪
中
一
点
の
光
明
を
典
へ
て
下
さ
つ
た
の

が
明
治
天
皇
様
で
あ
b
ま
し
た
°

畏
れ
ぉ
ほ
く

コ
ン
ラ
ン

も 、

天
皇
様
は 、

此
の
混
乱
し
た
國
内
の
様
子

に
就
い
て
非
常
に
御
心
配
あ
ら
せ
ら
れ 、

時
の

ソ
ウ
リ

モ
ン
プ

ダ
ィ
キ
ン

メ
シ

継
理
大
臣
及
び
文
部
大
臣
を
お
召
し
に
な
つ
て 、

ォ

國
民
が
一
様
し
迷
は
す
踏
み
行
ふ
べ
き

道
を
御

シ
メ
シ

示
し
下
さ
い
ま
し
た
0

之
が
即
ち
明
治
二
十
三

カ

シ

キ
a
イ
ク
千
ヨ
タ
ゴ

年
十
月
三
十
8
御
下
賜
の
数
育
勅
語
で
あ
り
ま

す
。

そ
れ
以
来
我
國
民
は 、

此
の
御
勅
語
の
十
二
徳

マ
モ
ッ

フ
ダ
ン

ド
＂
ト
ク

ジ
ッ
r
ウ

ィ
ッ
タ
シ
カ
ン

を
遵
奉
し
て
H
常
の
道
徳
を
賓
行
し ‘

-
8一
緩

キ
ュ
ヴ

サ
イ

キ
ヨ
コ
ク
ィ
ッ
チ

キ
ヨ
ト
ウ

急
あ
っ
た
際
に
も
よ
く

欅
國
一
致
協
同
し
て
逐

キ
ヨ
＂；
コ
ク

レ
ッ

に
世
界
の
強
國
に
列
す
る
様
に
な
っ
た
の
で 、

ゲ
ン
イ・ノ

日
消
戦
争
や 、

日
露
戦
季
に
勝
つ
た
原
因
の
一

噸＇«
 

本
町
報
も
皆
様
の
御
聾
援
を
得
ま
し
て
琥
を
重

ね
る
こ
こ
六
回
執
務
の
余
暇
に
筆
を
取
り

走
ら

ぬ
ま
ヽ
に
今
又
御
目
も
じ
出
来
よ
し
た
事
を
御

悦
ぴ
申
し
士
す
マ
J

共
に
御
一
同
様
の
御
健
康
セ

御
祈
り

致
し
ま
す。

｀
 

． 

編
輯
室
·
―

つ
こ
し
て ．

固
民
が
放
育
勅
語
の
御
精
岬
を
守

っ
た
事
を
外
國
人
さ
へ
が
敷
へ
て
居
り
ま
す
。

オ
ウ
シ
ウ
七
ン
ソ
ウ
イ

ご
こ
ろ
が
、

欧
洲
戦年手
以
後
我
が
醐
が
其
の
大

エ
イ
キ
ョ
ウ

ケ
イ
ザ
イ

．
き
な
影
響
セ
受
け
て
以
来 、

練
演
の
上
に

、

思

ガ
ヘ

ダ
イ
ヘ
ン
ド
ウ

チ
カ
ゴ
P

想
の
上
に
大
愛
動
を
来
た
し 、

近
時
一
般
の
風

ウ

ム
カ
シ

ギ

り

ニ
ン
ジ
ョ
＂

ウ
ス

潮
は
昔
H
の
如
く
な
ら
す 、

義
理
人
愉
が
薄
く

＊
ン
井

な
り 、

自
分
本
位
の
考
へ
の
み
か
強
く
な
っ
て

、

ホ
ウ
シ

鯛
家
の
為 、

祉
會
の
為
に
奉
仕
し
や
う
マ
J

い
ふ

ア
ラ
ソ
ヒ

考
へ
が
な
く 、

到
1-
ご
こ
ろ
で
争
を
生
じ
時
に

＊
ソ
ロ

イ
ダ
ク

は
國
セ
已
ろ
ば
す
や
う
な
恐
ろ
し
い
考
へ
を
抱

く
者
さ
へ
出
末
て
来
た
事
は
誠
に
な
さ
け
な
い

事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

来
る
十
月
三
十
日
は
数
育
勅
語
御
下
賜
四
十
年

の
記
念
日
の
に
あ
た
り
ま
す
0

此
時
に
際
し

私

、
t

イ

ヅ

七
ン
パ
イ

逹
は
天
皇
陛
下
の
御
稜
威
マ
J

‘

吾
々
の
先
輩
が

七
1

シ

コ
ウ
キ

湮
旨
セ
守
つ
て
忠
孝
セ
は
げ
み
光
輝
あ
る

今
H

の
H
本
ご
し
て
F
さ
っ
た
事
を
深
く

思
ひ 、

お

カ
ン
ガ
ヘ
オ
コ
ナ
ヒ

ハ
ン
セ
イ

互
ひ
に
自
分
の
思
想
行
動
を
反
省
し
て
湮
勅
の

ゴ
シ
ュ
シ

御
趣
旨
を
平
素
に
賓
行
し 、

す
た
れ
ん
ご
す
る―

道
義
を
引
返
し
て
、

住
み
よ
い
家
庭 、

心
地
よ

キ

ソ

い
祉
會
を
作
り
國
家
の
基
礎
を
盆
々
固
く

す
る

カ
タ
ゴ

覺
悟
セ
致
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ご
存
じ
ま
す
。

\t̀
｀
�

＼
\
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ヽ
鼻3

園

方
制面
度
→
五
い
て

本
年
度
か
ら

本
町
に
方
面
委
員
ご
言
ふ
役
目
の

方
が
出
来
ま
し
た
0

こ
れ
は
共
存
共
榮
の
本
義

に
よ
り

近
所
互
に
相
輔
け
る
心
持
に
基
き 、

祉
會
の
幸
禍
セ
壻
進
す
る
為
に
特
に 、

京
都
府

矧
事
か
ら
嘘
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

凡
そ
枇
會
は
人
マ
J

人
マ
J

が
相
俯
り

相
助
け
合
ふ

て
出
来
て
ゐ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
°

即
ち
世
は

相
持
ち
で
始
め
て

、

健
全
な
る

発
逹
が
遂
げ
ら

れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

所
が
今
の
祉
會
に
は
種
々
ご
困
難
な
問
題
が
起

つ
て
参
り
よ
し
て 、

祇
會
の
欠
陥
＜
J

疾
病
マ
J

は

漸
次
多
く
な
り 、

人
々
の
生
活
も
次
第
に
脅
か

さ
る
ヽ

様
に
な
つ
て
ま
ゐ
り
ま
し
た
。

硲
に 、

賓
際
祉
會
に
は
孤
立
無
援 、

親
は
貧
に

疲
れ 、

子
は
飢
に
泣
含
そ
う
し
て
働
か・
フ
に
も

仕
事
の
無
い
'y
J

言
ふ
様
な 、

氣
の
蒋
な
人
も

紗

な
く

無
い
榛
で
あ
り
ま
す
。

其
の
他
世
帯
向
の
事
や 、

公
の
手
績
上
の
こ
マ
J

に
つ
き
不
案
内
の
為
に 、

不
利
不
便
を
成
じ
て

居
る
も
の
も

随
分
多
い
の
で
あ
り
ま
す
。

此
等
の
人
々
の
為
に
、

よ
ぎ

相
談
相
手
ご
な
り 、

之
を
幸
禍
に
導
き 、

祗
會
セ
健
全
lIJ
滴
な
も
の

に
す
る
為
に
設
け
ら
れ
た
の
が
方
面
委
員
の
制

度
で
あ
り
ま
す
0

•

•

.

以
上
の
趣
意
の
為
に 、

此
の
制
度
が
設
け
ら
れ

た
の
で
あ
り
ま
す
か
ら 、

生
活
上
の
こ
マ
J

や 、

糾

� 

禍
田
九
壽
穂

事

昭
和
五
年
度
徴
兵
検
査
は
去
る
七
月
十
六
日
京

都
聯
隊
賑
徴
兵
署（
田
邊
町
郡
農
會
集
會
塙）
に

於
て
執
行
さ
れ
ま
し
た
0

抽
簸
は
入
月
二
十
八

日
久
世
郡
宇
治
町
公
會
堂
に
於
て
行
は
れ
ま
し

て
、

其
の
結
果
嘗
町
の
受
験
人
員
及
成
績
は
左

の
通
り

で
す
。

本
籍
地
に
於
て
受
瞭
者

出
寄
留
地
に
於
て
受
瞼
者

受
瞼
継
人
員

甲
種
合
格
者

七
名

甲
秤
歩
兵
第
一
番

参
拾
武
人

．

参
人

参
拾
五
人

職
業
向
の
こ
ご
等
に
闊
し
ま
し
て
も
不
案
内
の

こ
ご
は 、

遠
慮
な
く

相
談
し
て
頂
き
ま
す
れ
ば

親
切
に

、

皆
様
の
総
に
味
方
ご
な
っ
て
、

壼
し

て
い
た
＞
＜
こ
マJ
に
な
っ
て
居
り
ま
す
。

方
面
委
員
の
御
宅
に
は
「

京
都
府
方
面
委
員
と
」

記
し
た
門
標
が
掲
げ
て
あ
り
ま
す
。

御
参
考
迄
に
本
町
方
面
委
員
の
氏
名
を
左
に
申

上
げ
ま
す
。

大
字
薪
湿

仝大
字
田
邊
温

仝仝仝大
字
興
戸
届

大
字
河
原
賑

軍

．

 

西
川

良
弘

喜
多

源
吉

大
綺

善
次

北
川

學
信

吉
川

秀
蔵

田
邊

藤
治

北
尾
浪一一一
郎

西
村
典
三
次
郎

｀シ

◎

軍

隊

慰

問

去
る
八
月
四
日
五
日
の
両
日 、

余
良
歩
兵
第一――

十
八
聯
隊
及
伏
見
歩
兵
第
九
聯
隊 、

仝
輻
重
兵

第
十
六
大
隊
に
本
町
よ
り
出
身
の
現
役
在
螢
者

慰
問
の
為 、

尚
武
會
長 、

在
郷
軍
人
分
會
長 、

小
學
校
長 、

兵
事
主
任 、

其
他
青
年
圏
長
在
螢

者
父
兄
ご
共
に
各
隊
に
出
頭
致
し
ぇ
し
て
、

親

し
く

面
會
致
し
ま
し
た
。

各
在
螢
者
は
再
心
軍

務
に
精
圃
せ
ら
れ 、

至
極
御
牡
健
で
あ
り
ま
す

海
軍
兵 、

飛
行
隊 、

滴
洲
守
備
の
各
隊
及
朝
鮮

の
各
隊 、

舞
鶴
重
砲
呆
大
隊
の
在
螢
者
に
は 、

賣

甲
種
歩
兵
第
廿
四
番

甲
種
騎
兵
第
二
番

甲
種
鐵
道
兵
第
二
番

甲
稲
鐵
道
兵
第
参
番

甲
柿
水
兵
第
八
番

甲
種
重
砲
兵
簸
外

第
一
乙
種

四
名

第
一
乙
種
歩
兵
第
十
番

西
川

喜
一

仝

騎
兵
第
一

番

111
村

静
夫

仝

看
譲
卒
第
二
番

北
緒

義
臓

仝

輻
直
楡
卒
第
拾
参
番

竹
村
禰
太
郎

第
二
乙
種

九
名

氏
名

省
界

第
二
補
充
兵
に
編
入
者

五
名

仝

徴
兵
免
除
者

拾
名

仝

因
み
に
抽
餞
徴
兵
屠
の
抽
簸
繕
代
人
ご
L
て
本

郡
よ
り

常
町
加
藤
史
郎
君
選
定
さ
れ 、

抽
簸
執

行
常
日
御
足
努
に
な
り
ま
し
た
。 浦

谷

隆
男

木
村

宗
一

市
川

順
次

加
藤

史
郎

北
尾

浦
一

西
川
要
太
郎
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納
税
に
闊
し
ま
し
て
は 、
多
辮
を
要
さ
す
y
J

も

皆
様
よ
く

御
承
知
の
御
事
ご
存
じ
ま
す
が 、

本
年
度
上
半
期
の
微
税
も
既
に
終
り
ま
し
て 、

今
滞
納
整
理
に
取
掛
つ
て
お
b
ま
す。

皆
様
の
内
に
滞
納
の
意
志
な
く 、

御
多
忙
の
為

つ
い
御
忘
れ
の
税
金
が
残
っ
て
お
り
ま
し
た
の

で
過
H

御
手
許
に
御
通
知
申
上
げ
ま
し
た 、

結
果
大
分
御
納
め
に
な
り
ま
し
た
が
未
だ
納
め

ら
れ
な
い
方
が
あ
り
ま
す
の
で 、
此
際
是
非
至

急
完
納
さ
れ
ん
事
を
紙
上
を
以
て
再
催
告
申
上

ま
すc
若
し
納
税
が
逓
延
さ
れ
た
場
合
は
不
止

得
正
規
の
滞
納
督
促
朕
を
登
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
総
斯
く
す
れ
ば
生
き
の
立
た
な
い 、
加
重

の
上
に
加
重
の
税
金
外
の
手
敷
料
を
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
0

之
に
は
嘗
局マ
J

し
て
の
手

敷
を
嬰
す
る
こ
ご
は
申
す
迄
も
な
く 、
い
ら
ざ

る
手
綬
に
及
ば
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
に
な
り
ま

税

務

入
月
七
H
附
に
て
慰
問
欣
に
慰
問
金
を
添
へ
各

人
に
登
送
致
し
ま
し
た。

而
し
て
こ
れ
等
遠
き
異
郷
に
あ
る
（
殊
に
滴
洲

及
朝
鮮
の）
在
螢
者
慰
問
に
就
て
は
京
都
府
町

村
長
會
に
於
て ．
慰
問
圏
が
組
織
さ
れ
ま
し
て 、

各
郡
よ
り

一
名
の
代
表
者
が
去
る
九
月
十
三
H

出
螢
さ
れ
fi
の
で
あ
り
ま
す。

蹄
村
は
多
分
九
月一―-
＋
H
の
豫
定
で
あ
り
ま
し

て
本
郡
よ
b
は
草
内
村
長
岡
井
利一．
氏
代
表
慰

問
さ
れ
つ
ヽ
あ
り
ま
す。

大
阪
か
ら
東
京
ま
て
尋五

市
川

繁

午
後
六
時
四
十
分
お
マ
J

う
さ
ん
は
じ
め
家
内一

同
は
大
阪
か
ら

東
京
行
の
急
行
列
車
に
乗
っ
た。

す
ゐ
分
す
い
て
ゐ
た
が
す
ぐ
に
つ
ま
つ
て
し
ま

っ
た。
ぉ
マ
J

う
さ
ん
が
「

は
だ
か
に
な
れ
L

マ
J

ぉ
っ
し
や
っ
た
の
で 、
は
だ
か
に
な
っ
た°
汽

車
は
大
阪
え
き
を
出
た°
急
行
で
あ
る
か
ら
す

ゐ
分
早
い
0

車
掌
さ
ん
が
「
ト
ン
ネ
JV

」
で
こ

ざ
い
ま
す
か
ら 、
中ぐ
とを
お
し
め
下
さ
い 、
マ
J

言
っ
た
の
で
し
め
た
0

や
が
て
ト
ン
ネ
JV

を
く

＞
っ
た 、
も
う

外
は
大
分
睛
く
な
っ
て
ゐ
た 、

「
京
都」
「
々
々
」
ご

騨
手
の
呼
ぶ
磐
に 、
此
の一

前
兄
さ
ん
ご
こ
へ
来
た
時
の
こ
マ
J

を
思
ひ
出
し

▲

兒

童

文

苑

▲

職

員

巽

動

退
職

訓

導

藤
村

千
代

新
任

代
用
数
員

南
村
美
智
香

學
校
通
信

す
る
か
ら
此
邊
篤
ご
御
承
知
下
さ
い
。

終
り
に
四
年
度
の
町
税
濡
納
整
埋
の
結
果
は
非

常
に
好
成
績
を
以
て
完
結
致
し
ま
し
た
が 、
只

に
國
税
徽
牧
法
に
依
り

虞
分
執
行
致
し
ま
し
た

の
が
十
二
件
あ
り
ま
し
た
0

本
年
は
こ
う
し
た

虜
分
の
手
績
を
要
し
な
し
様
御
互
に
努
め
ら
れ

ん
こ
ご
を
希
望
致
し
ま
す。

ヽ·

1
.
―-
1
』

•̀
I

悲
其
の
時 、
日
は
も
う
す
つ
か
り

暮
れ
て
し

ま
っ
た°
僕
が
座
つ
て
居
る
マ」
な
り

が一
つ
あ

い
て
ゐ
た
の
で
僕
は
そ
こ
へ
行
っ
た。
ぉマ
L

う

さ
ん
が
「
も
う

寝
よ」
<
L

お
つ
し
ゃ
っ
た
の
で

寝
こ
ろ
ん
だ
が
中
々
寝
ら

れ
な
い
°

仕
方
が
な

い
か
ら
起
き
て
坐
つ
て
ゐ
る
ご 、
寝
む
く
な
っ

た
の
で
直
ぐ

寝
て
し
ま
っ
た。
目
が
さ
め
る
ご

汽
車
は
ま
つ
暗
な
や
み
の
中
を
走
っ
て
ゐ
る。

其
の
時
は
も
う

起
き
て
ゐ
る
者
は
一
人
も
な
い

ぉ
ご
う
さ
ん
の
腕
時
計
を
見
る
マ
J、
夜
の
一
時

三
十
分 、
外
を
見
ろ
ご
其．
く
ら
や
み。
ぉ
ご
う

さ
ん
が
買
つ
て
末
て
下
さ
つ
た 、
空
氣
ま
く
ら

を
ふ
い
て
ゐ
る
ご 、
お
か
あ
さ
ん
が
起
き
て
き

て
「

繁 ．
梨
を
た
べ
な
さ
い
」
マ
J

お
つ
し
や
っ

た
の
で
食
べ
た°
君
子
は
死
ん
だ
や
う
に
な
っ

て
寝
て
ゐ
る
。

ぉ
マ
J

う
さ
ん
は
少
し
も

寝
な
か

っ
た
さ
う
だ
0

や
が
て
大
き
な
認
に
つ
い
た。

「
お
ご
う
さ
ん
此
所
は
何
所
で
す
か
L「
豊
橋
だ」

ご
お
つ
し
や
っ
た。
又
ね
む
く
な
っ
た
の
で
空

氣
よ
く
ら
で
ね
て
し
ま
っ
た
0

や
が
て
目
が
さ

め
た 、
「

此
所
は
ざ
こ

か
知
ら
L

ご
外
を
見
る

マ
L

大
き
な
騨
に
と
ま
つ
て
ゐ
た 、
「

お
父
さ
ん」

此
慮
は
何
所
で
す
か
を
聞
く
ご 、
「

静
岡
だ
ら

ぅ
L

ご
お
つ
し
や
っ
た
0

も
う

静
岡
に
来
た
の一

か
知
ら」
マ」

驚
い
た。
も
う

夜
も
明
け
方
で 、

あ
た
り
は
大
分
明
る
く
な
っ
て
来
た。
そ
れ
か

ら
顔
を
洗
っ
た°
ピ
ス
ケ
ッ
ト
を
食
べ
な
が
ら

ぉ
父
さ
ん
に
騨
々
の
お
話
を
う
か
＞
っ
た。

汽
車
は
相
か
は
ら
す
勢
よ
く

東
へ
l
＼
ご
走
る

•
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足

自
已
を
省
み
て

高

糊
田
登
代
子

情
け
深
い
お
ぢ
い
さ
ん
を
失
っ
て
か
ら 、
た
＞

一
人
の
舟
を
杖
ご
し
て
勉
強
す
る
様
に
な
っ
た
。

舟
は
私
の
學
校
の
こ
ご
を
常
に
心
配
し
て
何
か

ご
よ
く

注
意
を
し
て
下
さ
る。

不
幸
に
し
て
父

を
知
ら
な
い
自
分
に
は 、
こ
の
母
こ
そ
何
物
に

も
か
へ
る
こ
ビ
の
出
来
な
い
大
切
な
人
で
あ
る

の
に 、
私
は
或
日
こ
の
屈
を
大
愛
苦
し
め
た
。

T
度
午
後
の
一
時
間
目
唱
歌
の
時
で
あ
っ
た 、

四
五
人
の
友
逹
ご
い
つ
し
よ
に
先
生
か
ら
叱
ら

れ
て
外
に
出
さ
れ
包°
自
分
の
身
に
何
の
覺
わ

も
な
か
っ
た
が 、
先
生
の
命
に
そ
む
く
こ
マ」
も

出
来
な
か
っ
た
の
で
外
に
出
て
し
ま
っ
た
。

そ

ー

→

り

會

水
泳
場
へ

享
六

神
田

則
子

ぇ
つ
ぎ
は
木
津
川
0

木
津
川
で
御
座
い
ま
す
0

」

車
掌
さ
ん
の
元
氣
の
よ
い
腺
が
聞
わ
る
0

私
の

心
は
急
に
お
ざ
り

度
く
な
つ
て
来
た
。

目
の
前

に
は
木
津
川
水
泳
場
の
様
子
が
あ
り
／
＼
ご
浮

ん
で
来
る
0

電
車
の
中
に
は
私
の
友
逹
も

か
な

り
ゐ
る
0

五
六
十
位
の
老
人
も
ゐ
る
°

青
田
ゃ

桑
畑
を
窓
の
下
に
見
な
が
ら ．

早
や
木
津
川
ま

じ
か
に
末
た
0

車
掌
さ
ん
が 、「
木
津
川
で
御
座

い
ま
す 、
木
津
川 、
木
津
川」
'y
J

車
は
止
ま
つ

房
電
車
の
よ
こ
に
は
多
く
の
客
が
待
っ
て
ゐ

る
。

心
の
動
機
は
強
く

打
つ
0

ふ
蕊
則
の
事
が

思
ひ
出
さ
れ
た
°

飛
び
込
む
ご 、
ぱ
た
ん
ご
飛

ぱ
し
る
が
人
に
か
ヽ
っ
た 、
隣
の
人
は
く
る
り

ご
後
向
き
に
な
っ
た
0

私
は
ま
だ
泳
げ
な
い
の

で
時
々
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
や
り 、

水
煙
セ
散
し
て

人
に
笑
は
れ
る
。
こ
ん
な
こ
ご
を
思
ひ
出
し
な

．
が
ら 、

川
に
飛
び
込
ん
だ
。

塊
の
馬
鈴
薯

高
二

木
ロ
ヨ
シ
ヱ

黙
い
マ
J

ば
り
が
次
第

（
に
邊
り

に
た
＞
よ
い

だ
し
た
。

ま
ぱ
ら
に
顔
セ
出
し
て
ゐ
る
星
は
夜

の
マJ
ば
り
を
破
る
が
ご
＜J
<

光
つ
て
ゐ
る
°

鼻

を
つ
も
ま
れ
て
も
わ
か
ら
な
い
様
な ．っ
し
を
通

つ
て
姉
の
家
に
マ
J

歩
を
は
こ
ん
だ
。

門
に
つ
く

マ
i

む
ら
／
＼
マ
J

復
讐
心
が
わ
ぎ
出
し
た
。
「

今

晩
は」
「

は
い
し
障
子
の
す
き
ま
か
ら
こ
つ
そ
り

の
ぞ
く
マ
J

丁
度
兄
さ
ん
ご 、
姉
さ
ん
の
二
人
の

食
事
最
中
だ 、

姉
は
た
し

か
ざ
つ
か
の
お
客
様

だマ
J

思
っ
た
の
で
せ
う。

食
べ
さ
し
の
ま
だ
大

き
な
馬
鈴
薯
を
ぐ
つ
マ
J

呑
込
ま
れ
た
ら
し
い
。

の
時
あ
れ
程
學
校
ャ
氣
に
し
て
毎
H
自
分
の
蹄

り
を
待
っ
て
ゐ
て
下
さ
る
母
に
9・

マ
J

思
へ
ば 、

吸
心
は
千
々
に
甑
れ
て
来
る
°

六
年
間
先
生
よ

り
小
言
を
受
け
な
こ」
の
な
い
自
分
＇•

高
等

で
し
か
も

組
長マ
J

言
ふ
重
い
責
任
を
持
つ
私
！

受
持
の
先
生
に
皆
の
友
逹
に
ざ
う
し
て
顔
が
合

せ
よ
う
0

自
分
は
學
校
を
や
め
る
決
心
を
し
て

家
に
錨
つ
だ。
舟
は
私
の
話
を
聞
き 、「
そ
う

で

あ
っ
た
足

母
さ
ん
は
引
か
す
こ
ご
は
出
来
ま

せ
ん 、
今
あ
な
た
の
立
場
セ
よ
く

考
へ
ご
ら
ん 、

今
日
の
こ
マ
J

は
あ
な
た
に
ご
つ
て 、
こ
れ
か
ら

後
の
大
愛
よ
い
戒
め
で
す
。

ぉ
母
さ
ん
は
先
生

に
お
證
を
申
し
ま
す」

ft
>
こ
れ
だ
け
の
言
薬
で
あ
っ
た
が
冊
の
目
に

は
涙
が
光
つ
て
ゐ
だ
0

喰
々
そ
う
で
あ
っ
た
。

今
自
分
の
身
に
う
け
た
こ
の
戒
め
を
省
る
時
そ

し
て
自
分
の
考
へ
の
ま
ち
が
つ
て
ゐ
る
こ
マ
J

セ

さ
'y
J

っ
た
時 、
言
ひ
知
れ
ぬ
涙
が
ご
め
ざ
も
な

く
流
れ
落
ち
の
だ
っ
た
。

（
廣
告）◎

町
報
紙
上
を
借
リ

田
邊
町
商
工
協
會

世
界
的
不
況
は
何
時
朗
か
な
笑
み
ご
共
に
回
復

の
曙
光
を
見
る
か 、
不
況
の
究
極
は
「

今
L

な

り
さ
是
認
し

得
な
い
程
の
惧
憐
に
忍
び
つ
ヽ
あ

る
現
今
の
経
演
状
態
に
直
面
し
て 、
本
協
會
は 、

置一
現
金
主
義
を
要
望
致
し
た
う
も 、

到
底
意

に
あ
ら
す
さ
れ
ば
安
憤
廉
賣
を
主
ご
す
る
も 、

資
本
流
通
の
疎
な
る
為 、
需
用
家
各
位
に
封
し

心
な
ら
す
も

満
足
セ
計
る
に
苦
し
み
居
り 、
さ

り
＜’-
て
こ
の
廉
賣
主
義
を
到
さ
ん
ご
す
る
に
は

其
湛
に
需
用
家
各
位
よ
り
の
資
金
融
通
の
圃
滑

を
計
ら
ざ
る
べ
か
ら
す 、
姦
に
於
て 、
前
年
各

位
の
御
諒
解
を
得
て 、
賓
施
の
筈
な
り
しマぜ

尚

早
の
議
論
出
で
ヽ

延
期
せ
し
も 、

今
日
大
勢
に

應
じ
止
む
な
く 、

求
る
十
月
末
よ
b

隔
月
節
季

を
断
行
し
以
て 、
短
縮
に
伴
ふ
金
利
其
他
を
打

算
し ．

絶
封
的
廉
賣
を
協
定
致
し
必
す
御
期
待

に
副
ひ
た
Iヽ

存
じ
ま
す °
何
卒
徴
意
を
御
洞
察

の
上
倍
奮
の
御
愛
顧
を
賜
は
ら
ん
こ
ご
を 、
紙

上
の
一
部
を
惜
り
て 、
普
く

各
位
に
豫
告
労
々

御
願
申
上
候。

4
,
．

 

「
ざ
な
た」
＜
す
／
＼

笑
い
た
い
の
を
じ
つ
マ
J

こ

ら
ゑ
て 、
「

食
事
中
ぉ
じ
や
ま
で
す
が
」
カ
ラ

／
＼
ご
開
い
た
時
「

あ
芳
枝
さ
ん
や
な
い
か 、

悪
い
人 、
人
を
だ
ま
し
た
り
し
て
あ
ヽ
び
つ
く

り
し
flL
ご
う
ら
め
し
そ
う
に
私
セ
に
ら
む
ま

ね
セ
な
さ
れ
た
。
「

お
察
し
t
る
私
も

姉
ち
ゃ

ん
に
欺
さ
れ
た
ん
だ
も
の
」
丁
度
胸
の
邊
を
塊

の
馬
鈴
署
が
徐
々
に
お
り
て
行
（

所
か
姉
は
思

ひ
だ
し
た
様
に
胸
を
撫
で
下
さ
れ
た。
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◎
『
今
の
農
相
不
況
を

如
何
に
し
て
切
り
ぬ
け
る
か
?
』

太
　
田
　
技
　
手

農
村
現
下
の
不
況
野
菜
、
こ
れ
は
目
不
焦
眉
の

問
題
さ
し
て
、
政
府
、
民
間
、
特
に
直
接
関
係

の
有
す
る
麗
合
筆
に
あ
り
で
苦
心
し
っ
ゝ
あ
る

大
問
題
で
あ
る
が
、
儲
而
こ
の
難
境
を
如
何
に

し
て
切
り
抜
け
る
か
三
本
、
ふ
其
以
的
乃
討
策
は

何
々
で
あ
る
か
、
農
家
自
身
の
討
策
は
各
個
が

決
心
さ
音
へ
す
れ
ば
今
日
只
今
よ
う
出
褒
得
る
が

国
家
的
施
設
は
一
部
の
人
々
の
考
へ
る
如
き
火

急
に
は
賞
施
す
る
こ
き
が
至
難
で
あ
ら
う
。

但
し
同
じ
農
村
に
於
い
て
も
不
況
の
軽
重
が

農
村
の
位
置
に
於
い
て
異
な
や
都
市
附
近
の

農
村
、
都
市
に
稽
接
近
せ
る
農
村
、
山
間
地
帯
き

何
叉
産
業
の
組
織
麓
箆
の
妖
態
に
よ
っ
て
差
異

あ
れ
共
、
先
つ
都
市
に
接
近
せ
る
農
村
己
し
て

の
本
町
に
於
い
て
の
之
れ
が
鞠
策
は
御
岳
に
最

も
考
慮
す
べ
き
一
大
問
題
な
る
が
故
に
左
の
各

項
に
就
い
て
異
郷
に
考
究
賞
脇
を
願
ひ
た
い
。

」
、
農
業
麓
螢
方
面

(
ィ
)
こ
の
際
自
給
肥
料
の
眞
儀
に
充
分
注
意
し

て
自
給
肥
料
の
製
作
に
全
力
を
注
ぐ
こ
き
。

(
堆
肥
、
厩
肥
、
緑
肥
栽
培
、
山
草
刈
取
、
野

轟
改
良
)

(
こ
自
家
努
力
の
最
大
カ
を
擦
辞
し
て
雇
人
に

よ
る
努
力
補
給
を
少
な
く
す
る
こ
き
o

(
二
稽
作
の
増
収
ご
裏
作
さ
し
て
、
小
変
、
競

豆
、
競
楽
(
玉
葱
.
甘
藍
、
其
他
)
嬢
責
法
改
善

(
一
一
)
桑
園
、
茶
園
烏
は
な
る
べ
く
間
作
栽
蛇
と

し
て
、
緑
肥
を
播
付
け
自
給
肥
料
音
に
よ
る
金

肥
防
止
。

(
ホ
)
新
規
な
農
欝
茶
具
は
充
分
考
慮
の
上
購
入

す
る
も
出
茶
得
る
限
り
現
在
の
も
の
に
て
使

用。
こ
、
農
家
の
生
活
方
面

(
イ
)
各
農
家
の
浦
賀
節
約
の
基
に
雌
の
際
充
分

の
撤
底
を
計
る
こ
き
。

(
こ
農
村
生
活
振
り
を
醇
挿
し
て
都
曾
化
生
活

を
防
遇
す
る
こ
き
。

(
こ
農
家
は
各
纏
済
簿
の
記
帳
を
な
し
て
収
支

を
明
瞭
に
す
る
こ
き
ゝ
同
時
に
之
れ
を
基
礎

に
し
て
新
計
割
を
樹
つ
る
材
料
に
す
る
こ
き
。

(
一
一
)
紐
交
上
の
失
費
節
約
及
冠
婚
葬
祭
費
の
場

合
の
失
費
節
約
に
つ
い
て
・
既
に
定
ま
り
た

る
規
定
を
曲
の
際
を
貨
行
す
る
こ
き
。

三
、
購
買
腰
責
方
面

(
イ
)
廃
家
は
産
業
組
合
か
若
く
は
共
同
し
て
購

買
販
責
す
る
こ
き
。

(
こ
農
家
組
合
十
月
　
-
　
二
十
月
を
組
織
し
て

異
同
的
に
農
産
物
の
其
同
慶
理
を
行
ふ
こ
き
、

以
上
の
各
項
は
到
っ
て
簡
壁
な
事
項
で
あ
る

が
枚
に
各
農
家
は
往
々
自
重
し
て
、
庇
陵
不
況

鞠
策
に
均
し
て
各
農
家
に
適
應
せ
る
方
針
を
計

劃
し
て
家
内
一
致
協
力
以
っ
て
持
久
的
に
方
法

を
構
じ
時
期
の
到
碁
を
待
っ
て
来
る
べ
き
好
景

気
に
進
出
す
る
決
心
が
肝
要
で
あ
る
。

御
岳
ひ
は
農
家
で
あ
り
其
の
経
聾
は
大
体
か

総
べ
て
小
経
螢
の
農
業
者
で
あ
る
が
故

に
、
不
況
に
際
し
て
は
経
緯
方
面
に
於
い
て
自

給
力
強
犬
で
あ
る
だ
け
生
活
は
安
定
し
得
る
、

今
農
業
者
以
外
に
於
い
て
は
自
給
に
上
る
経
螢

方
法
は
重
く
構
や
る
こ
き
が
出
郊
得
な
い
だ
け

不
現
に
鞠
し
て
は
相
嘗
深
刻
味
が
加
は
る
の
で

あ
る
。
今
や
愈
々
農
村
不
況
の
折
柄
御
岳
び
は

自
重
自
愛
小
農
菜
薄
の
本
領
を
醇
揮
し
て
不
況

に
鞠
す
る
策
を
樺
究
し
進
ん
で
貰
現
に
努
力
す

べ
き
で
あ
る
。

0
府
慶
禽
農
業
経
螢
批
評
曾
授
賞
蕃

萱
等
賞
　
西
村
元
盲
　
愛
等
賀
田
相
異
三
治
邸

四
等
賞
　
竹
村
六
一

京
都
府
度
合
主
催
農
業
麓
馨
批
評
倉
に
本
町

よ
り
西
村
元
青
氏
外
五
名
出
品
す
。
審
査
の
績

果
右
上
の
授
賞
を
待
ち
る
。
地
歴
に
授
賞
着
に

敬
意
七
表
し
益
々
其
の
眞
儀
を
欝
揚
さ
る
ゝ
こ

き
を
切
望
す
る
。

因
に
本
邸
入
賞
四
名
の
恥
本
町
参
名
に
し
て

筒
萱
等
賞
は
府
下
萱
名
が
之
れ
又
本
町
に
営
賞

の
こ
き
は
本
町
の
名
巷
ざ
す
る
厨
で
あ
る
。

田
鶴
ノ
手
柄
の
緯
扱
法
貨
施

奥
戸
産
業
組
合
で
は
試
験
場
長
式
壇
技
師
の

指
導
の
元
に
、
本
軍
産
鶴
ノ
手
柄
を
腕
濫
し
て

異
同
出
荷
を
計
劃
す
。
其
の
方
法
割
合
簡
輩
に

し
て
、
完
全
に
腕
涯
出
来
ね
る
暁
に
は
本
町
靂

鶴
ノ
子
の
一
大
革
命
で
あ
る
。
石
油
箱
に
荷
造

完
成
の
も
の
を
用
ひ
て
茨
酸
瓦
斯
を
注
入
一
低

保
独
設
備
に
て
一
度
に
孝
四
輪
個
が
出
家
得

る
見
込
○
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多
敷
あ
っ
て
欲
し
い
。

農
産
物
特
に
秋
疏
菜
の
販
賣
に
於
い
て
は
先

駆
者
ご
し
て
模
範
セ
示
さ
れ
ん
こ
ご
を
切
望
致

し
ま
す
0

こ
れ
が
不
況
を
切
り

抜
け
る
唯一
の

方
法
で
せ
う
0

何
れ
に
し
て
も

此
際
有
志
談
合

の
上
京
都
市
内
販
賣
法
の
計
粛
セ
賓
施
さ
れ
た

い
0

細
部
に
つ
き
前
相
談
す
る
機
會
を
作
り

た

、
0

＇

◎
秋
疏
菜
の
販
賣
は
京
都
市
内
へ

vヽ
'

�
\
\

\
\
＼
＼
\‘,.’
,
9
,9
ー'
,',＇イ`
9．
,.

今
年
の
西
瓜
牧
人
は
豫
想
に
反
し
た
が 、
今

秋
米
債
豫
想
fi

比
較
す
れ
ば
向
上
位
で
あ
る
が

そ
れ
に
は
相
嘗
の
手
間
が
か
A
つ
て
居
る。
手

問
は
農
家
の
も
の
に
し
て
も

手
間
が
多
く

か
、

れ
ば
牧
入
も

多
く
あ
っ
て
欲
し
い
ご
念
す
る
の

で
あ
る。
西
瓜
の
跡
作
に
は
今
年
は
相
営
努
力

＇ヽ‘

ー‘‘‘

….,
＇,
＇.
.,
＇,．
,＇,'

栽
培
の
結
果
か
昨
今
秋
就
菜
の
出
来
上
り

が
祖

俵
桧
査
日
割
通
知
ノ
件

立
っ
て
来
士
し
た。
地
賣
り
も

結
構
だ
が 、
京

左
記
豫
定
で
俵
検
査
賓
施
致
し
ま
す
か
ら

御
準

都
市
内
へ
進
出
し
て
販
賣
の
第一
線
に
立
っ
て

備
を
願
ひ
ま
す

じ
1
1
1
11＂

 

奮
登
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

•

•

•

•

•

•

•

•

••

•

 

（
一
）
京
都
中
央
市
場
乙
立
賣
場
は
吾
々
農
業
者

薪

悩

十
月
七
日

二
十
H

の
農
産
物
の
直
楼
販
賣
所
で 、
販
賣
方
法
は
左

田
邊
謳

十
月
八
日

二
十一
H

儡

十
月
九
日

二
十
二
H

河
原
1

興
戸

程
困
難
な
こ
マ
J

で
は
な
く 、

御
互
生
産
者
が
直

今
年
の
俵
は
全
般
に
餘
程
美
し
い
こ
ご
は
喜
ば

接
立
賣
場
で
商
人
に
賣
る
の
で
最
近
の
調
査
で

し
い 、
未
製
の
方
は
不
合
格
に
な
ら
ぬ
様
に。

は
一
人
賣
上
高
最
高
拾
圃
最
低
四
圃
内
外
で 、

◇
第
五
回
畜
牛
品
評
會

時
間
は
毎
朝
六
時
よ
り
九
時
か
十
時
も
か
ヽ
れ

第
五
回
畜
牛
品
評
會
は
十
月
中
旬
田
邊
校
に
於

ぱ
完
全
に
賣
切
れ
て
了
ふ
0

毎
H
立
賣
人
敷
百

い
て
開
催
致
し
ま
す
精
々
多
敷
御
出
牛
を
希
望

五
十
名
よ
り

多
ぎ
日
は
二
百
六
十
名
程
こ
れ
は

致
し
ま
す 、
詳
細
は
各
組
合
役
員
に
御
尋
ね
下

一
間一
人
の
賣
場
で
料
金一
人
金
拾
五
錢
で
他

さ
い
。

に
経
費
が
か
A

り
ま
せ
ぬ
0

農
家
販
賣
の
た
め

◇
新
規
耕
牛
購
入
者
に
は
補
助
金
交
付

に
特
に
設
け
ら
れ
た
所
で
す。
詳
細
は
町
農
會

耕
牛
を
新
規
に
購
入
さ
れ
た
営
業
者
に
は
農
會

ヘ
御
問
ひ
合
せ
下
さ
い
。

•

•

•

•

•

•

•

•

 

（
二）
京
都
市
内
小
賣
販
賣

は
規
定
に
よ
り

豫
算
の
範
園
内
に
補
助
金
を
交

都
會
近
く

の
農
家
は
毎
H
小
賣
販
賣
を
な
し
て

付
致
し
て
居
り
ま
す
か
ら 、

精
々
利
用
さ
れ
5

•

•

•

•

•

•

•

 

自
分
の
生
産
品
を
直
接
泊
費
者
へ
貞
渡
し
て

居

肥
節
約
地．
JJ
壻
進
の
た
め
出
来
得
る
だ
け
耕
牛

り
ま
す
が 、
五
里
ご
離
れ
る
こ
一
寸
至
難
か
も

購
入
の
程
を
お
勧
め
致
し
ま
す。

そ
れ
は
方
法
に
よ
っ
て
至
難
で

酋
新
規
購
入
演
の
方
で
補
助
金
未
渡
の
方
は
至

畑
れ
な
い
が 、

な
い
0

京
都
市
内ーヘ
進
出
す
る
a
t
閂

げ

塁
申
出
下
さ
い
。

△
招
魂
祭
ご
骰
設
動
員

十
月一
日
午
後一
時
田
邊
校
に
於
い
て
招
魂
祭

を
執
行
仝
時
に
瑕
設
動
員
賓
施
致
し
ま
す
萬
障

繰
合
参
加
の
事
御
知
ら
せ
す。

肉
営
8
特
に
日

消 ．
日
露
戦
従
軍
者
を
始
め
各

種
圃
体
の
御
参
邦
を
希
望
致
し
ま
す。

△
軍
事
活
動
寓
巣

十
月一
日
午
後
七
時
よ
り

郡
農
會
集
會
所
に
於

て
京
都
支
部
の
軍
事
活
寓
フ
ィ
IV
ム
柿
類

肉
弾
の
勇
卒 、
海
軍
記
念
日 、
春
は
の
ざ
か

他
二
種

△
海
軍
観
艦
式
陪
観
十
月
二
十
六
8

紳
戸
港
沖

に
て
欅
行
の
海
軍
大
観
艦
式
を
陪
観
す
る
こ
ご

に
決
定 、
本
分
會
員一二
十
名
船
上
陪
観
の
光
榮

に
浴
す
る
観
艦
式
は
二
十
有
余
年
目
に
し
て
吾

々
會
員
ご
し
て
は
冬J
此
の
光
榮
に
浴
す
る
こ

'y
J

は
至
難
で
あ
ら
う。

△
聯
合
分
會
武
術
大
會

十
月
五
日
午
前
入
時
よ
り

田
邊
町
に
於
い
て 、

本
郡
聯
合
分
會
主
催
第
三
回
武
術
大
會
開
催
さ

る
本
町
選
手
各
位
の
御
蛮
闘
を
御
祈
り
す。

銃
剣
術

参
名

軍
刀
術

壼
名

射 ー，
盤

式
名

△
駐
滴
鮮
兵
慰
問
圃
蹄
京

京
都
支
部
慰
問
圃
は
九
月
二
十
四
日
無
事
蹄
京

身
兵
士
何
れ
も

元
氣
旺
盛
の
由。

霞
町

軍

人

會




